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会
員
の
皆
様
に
は
お
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
か

，
１
月
１
３
に
は
能

登
半
島
地
震
で
薔
大
な
核
害
が
出

ま
し
た
．
１
日
も
早
い
●
興
を
顧

わ
ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
．
会
員
皆

機

の
ご
〓
族

〓

観ヽ
戚
の
方

●
は

火
丈
共
で
し
た
で
し
ま

，
か

，

さ
て
昨
年
度
は
．
令
和
２
年
か

ら
中
止
が
続
い
た
支
部
継
会
を
よ

う
や
く
開
催
い
た
し

，
し
た
．
例

年
は
総
会
に
続

い
て
防
衛
講
諧
及

び
意
見
交
換
会
を
実
施
し
て
―
ま

し
た
が
．
昨
年
度
は
総
会

の
み
の

実
施
と
な
０
ま
し
た
．
今
年
度
は

防
衛
講
話
及
び
意
見
交
換
会
を
実

施
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
．

総
会
の
日
時
及
び
場
所
等
に
０

い
て
は
．
下
記
の
と
お
り
で
十
●

各
餞
策
に

つ
い
て
は
．
次
買
以

降
に
掲
薇
し
ま
す
ヽ
最
終
議
案
は
．

総
会
時
に
提
示
い
た
し
ま
す
．

参
加
の
可
否
に
つ
ヽ
て
は
．
同

封
又
は
別
送

の
＾
ガ
キ
に
て
ご
回

各
を
お
願
―
装
し
ま
す
．
十
お
．

ご
欠
席
及
び
ご
回
答
め
壺
一
い
会
員

の
特
様
に

つ
い
て
は
．
議
案
の
採

決
に
つ
い
て
議
長

一
任
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
´ヽ
す
．
こ
理
解

，

一協

力
を
お
願
―
ま
し
〓
す
．

（支
部
長
記
）
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'|い
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令
和
６
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総
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鶴
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い
た
金
口
喀
牟
峯
”
の
お
●
毒
と
し
て

一
角̈
さ
せ
て
い
た
だ
さ
ま
す

０
莉
５
年
度
寄
■
者
こ
万

こ
寄
句
有
翅
う
こ
さ
い
ま
し
た

お
一わ
Ｌ
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１

●
ヽ

地
に
お
け
る
一
´
族
会
キ
謗

●
催
自
『
´
族
求

援
の
２
本
立
て
で
実
施
し
て
お

，
．
厚
木

航
空
基
地
に

つ
―
て
は
．
６
団
体
合
同
会

議

＾
●
／

，
）
．
海
●

４
空
鮮
主
催

の
保

市
講
習

＾
，
／
６
）
及
び
保
育
実
習

（
１

０
／
１
）
．

Ａ
ｔ
ｉ
Ｆ
Ｓ
Ｃ
事
務
局
会
議

（
２
／

１
４
）
に
参
加

し
．
座
関
駐
屯
地

に

う
―
て
は
陸
自

ま
旗
支

援
連
携
会

同

＾
，
／
１
４
）
に
支
部
長
が
出
席
し
た
．

（７
）
一
●
ナ
禍
て
中
に
し
て
い
た

一あ

つ
ぎ

鮎
■

つ
，
ヽ
が
今
年
は
４
年
ぶ

，
の
開
催

と
な

り
．

こ
れ

に
合
わ

せ
て
８
月

５
日

土^
）
に
厚
木
募
集
案
内
所
広
報
古
激
助

会
及
び
‘
団
体

（自
衛
官
裏
集
相
談
員

「^

自
衛
隊
家
族

●^

鯨
責
会
）
合
同
紺
涼
毯

親
会
を
実
施
し
た
．
神
奈
川
県
地
本
本
部

長
．
募
集
案
内
所
広
報
首
．

４
空
群
司
令

部
首
席
棗
僚
を
は
じ
め
．
驚
の
隊
長
こ
と

に
藤
参
議
院
議
員
．
厚
木
市
長
．
綾
続
市

長
．
各
県
市
町
村
議
会
議
員
の
方

″
の
０

加

を
得
て
８
６
名

の
盛
会

と
な

っ
た
．

（県
彙

一
、
―
´
１
０
月
号
に
■
性
）

３^
）
広
報
官
広
報
活
動
支
援
に
つ
い
て
は
．

厚
木
航
空
基
地
日
米
撃
書
春
ま

つ
り

＾
‘

／

２
２
）
及
び
あ

っ
ぎ
鮎
ま

つ
り

＾
〓
／

５

一
０
）
に
お
け
る
広
報
ブ
ー

ス
支
援
を

実
施
し
た
．
そ
の
他
自
治
体
行
事
は
中
止

や
自
薦
で
広
報
支
援

の
要
請
は
な
く
．
出

店
に
つ
い
て
も
実
施
し
な
か
つ
た
．

０^
〉
友
好
譜
団
体
交
流
に
つ
い
て
は
．
文
部

長
と
防
災

“
景
が
新

厚
本
市

２
を
表
敏

（
０
／
０
）
．
県
議
会
議
員
を
励
ま
す
会

（８
／
２
●
）
．
講
演
会

（
１
０
／
２
７
）
．

県
政
策
告
会

＾
３
／
１

）
に
そ
れ
ぞ
れ
静
・

１^
０
ヽ
”̈
誓
酪
Ｅ
体
行
事
に
一
―
て
は
．
´

，

族
会
総
会

５^
／
２
０
）
に
出
席
す
る
と

と
も
に
．
〓
団
体

（募
集
相
談
日
本
ミ

家

族
会
．
厳
友
会
）
合
同
懇
規
会

＾
１
２
／

２
）
．
厚
木
航
空
基
地
０
団
体
合
同
懇
縫

会

（１
２
／
●
３

に
一
一・加
し
ヽ
嶋

１^
↓

幕
地
駐
屯
地
記
念
行
事
は
．
ま
だ
妻

だ
人
数
制
限
の
あ
る
中
．
厚
ホ
航
空
基
地

日
米
親
善
挙
ま

つ
り

（
４
／
２
２
）
．
厚

木
基
地
も
ち

つ
き
大
会

＾
１
２
／

４
）
．

座
間
駐
屯
地
も
ち

つ
き
大
会

＾
１
２
／
１

４
）
．　
４
空
経
ヨ

ン
，

―
卜

（１
／
１
７
）
．

厚
ホ
基
地
観
桜
会

＾
，
／
２

，
一

に
そ
れ

ぞ
れ
参
加
し
た
．

ｏ
月
に
計
画
さ
れ
て
い
た
陸
自
東
混
団

記
念
行
事
は
台
風
に
よ

，
＾
一速
中
に
と
な

つ

た
．

Ｔ

２
）
厚
ホ
航
空
基
地
指
桓
官
委
敗
に
つ
い

て
は
．
基
地
行
事
等
に
合
わ
せ
て
褒
敗
す

る
と
と
も
に
意
見
交
棒
会
や
毯
耗
会
な
ど

で
８
談
の
概
会
を
得
た
．

（１
３
）
厚
木
航
空
基
地
殉
取
は
員
迫
悼
式
は

１
１
月
８
日

本水
）
に
実
施
さ
れ
支
部
長

と
監
率
役
が
参
列
し
一Ｌ

↑

４
）
ｏ
年
度
入
鰊
入
校
キ
漱
励
会
を
〓
出

体
台
同
で

，
月

，
日

（■
）
に
厚
木
両
工

会
議
所
で
実
施
し
た
．

１^
０
）
県
防
衛
読
出
体
合
同
贅
嗣
交
歓
会
は

１
現
８

，

■^
）
実
施
さ
れ
た
が
．
支
部

か
ら
の
一０
加
は
な
か
つ
た
．

１^
０
）
富
士
総
合
火
カ
ロ
習
は
．
５
月
２

，

日

土^
）
に
実
施
さ
れ
た
が
ネ

ッ
ト
申
継

と
な

，
．　
一
●
ナ
禍
ま

で
は
見
学
会
を
実

―

全

般

新
型

●
●
す
が
５
類
に
移
行
さ
れ
た
も

の
の
．
確
ヽ

外
来
の
ク
リ

一
ッ
ク
に
は
依

然
と
し
て
行
列
が
で
き
て
お

，
．
イ
ン
フ

ル
エ
ン
サ
や
そ
の
他
■
染
症
竿
が
猛
威
を

振
る
い
．
小
中
学
校
で
は
休
校
と
な
る
と

こ
ろ
ヽ
見
受
け
ら
れ
た
．
政
府

の
緩
和
策

に
副

っ
て
各
所
で
は
会
合
等
が
積
極
的
に

設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

，
．
自
衛
隊
の
基

地
行
事
や
０
治
体
行
事
も
順
次

一
●
十
禍

以
前
の
サ
況
に
近
づ
き
計
画
さ
れ
つ
つ
あ
つ

た
が
．
参
加
人
数
に
制
限
を
蔵
け
る
等
．

ま
だ
ま
だ
情
勢
を
見

つ
０
慎
重
に
実
施
さ

れ
た
．

令
和
０
年
度

か
ら
は
徐

々
に
懇
親
会
を

ど
も
開
催
で
き
る
様
子
で
あ
る
が
．
新
年

早
々
能
登
半
島
地
震
が
あ
り
．
■
に

，
だ

ｏ
●
ナ
務
の
余
韻
１
残
る
と
と
も
に
．
イ

ン
ク
ル
エ
ン
ザ
．
そ

の
他

の
感
染
症
の
艦

威
ゃ

一
月
中
旬
に
は
中
国
で
新
た
な
新
型

一
●
ナ
ウ
イ
ル
メ
の
多
発
が
報
告
さ
れ
、

一
月
下
旬
に
は
日
本
で
も

一
●
ナ
感
染
第

１
０
波
襲
来
の
報
通
が
あ
り
．
中
国
で
は

挙
節
で
延
＾

，
０
億
人
の
移
動
小
数
え
ら

れ
．
イ
ン
パ
ウ

ン
ド
に
よ
る
弊
青
も
暫
倉

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
．
引
き
続
き
し

つ

か
り
情
勢
を
見

う
う
事
業
計
画
の
変
更
を

回
り
計
画
実
施
に
緊
げ
た
い
．

２
．
令
和
５
年
度
事
業
実
績

11〕
・

・

一
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し

て

，
た

０

　

●

●
＋

″

り

”

は

一
”

０
０
０
円
程
で
椰
移
し
ま
し
た
．

今
和
０
年
度

予
算

に

つ
さ
ま
し
て
Ｌ

会
員
の
減
少
に
伴

い
会
費

の
減
少
及
び
障

た
江
購
説
料
の
減
少
を

，
す
れ
も

■
０
％

の
減
少
を
見
溜
も

一
て
お
り
ま
す
．
そ

の

他
に

つ
さ
ま
し
て
は
８
年
虫
事
業
計
画
が

円
猾
に
実
施

で
き
ま
す
様
に
昨
年
度
の
実

績
を
重
視
し
．　
´
●
ナ
禍
前

の
数
年
の
実

績
を
参
考
に
針
画
い
た
し
ま
し
た
．

前
年
度
と
比
較
し
大
き
く
興
な
る
点
は
．

次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
十
、

・会
費
徴
収

１
０
％
減

の
２
●
ｏ
．
Ｏ
ｏ
ｏ
円
及
び

県
本
部
の
指
示
で
本
部
還
付
金
会
贅
は

，

０
％
減
の
４
０
．
０
０
０
円

・隊
友
紙
”
飩
科

１
０
％
減
の
１
１
０
．
０
０
０
円

・緩
常
収
益

『荏
収
益
」
に
あ

つ
ぎ
鮎
祭
り
時
の
姜

加
贄

４
５
０
．
０
０
０
円
．
総
会
蓼
加
費

３
３
ｏ
．
ｏ
ｏ
Ｏ
円
及
び
議
決
権
１
０
．

０
０
０
円
を
見
積
も
り

，
，
０
．
０
０
０

円■
鮮
●
費
用

「総
会
費
」
に
３
３
０
．
０
０
０
円
一ヽ

稽ヽ
贅
一
に
あ
ゆ
祭
り
時

の
ホ
テ
ル

＾
の

支
払

い
等
４
５
０
．
０
０
０
円
．
音
楽
祭

り
協
賛
金
３
０
．

０
０
０
円
．

，
お

他

７

０
．

０

０

０

円
を

含

あ

５

，

０

．

０
０

０

円

以
上
を
加
味
し
０
年
度
決
算
及
び
０
年

度
予
算
の
諄
細
に
つ
き
ま
し
て
は
別
妻
第

２
の
と
お
り
で
あ

，
ま
す
．
新
年
度
ｉ
経
済

的
．
動
率
的
に
予
算
の
根
行
に
努
め
て
ま

ヽ
，
た
い
と
思

い
ま
す

の
で
宜
し
て
お
願

い
致
し
ま
す
．

（経
理
部
長
記
）

一冷
和
も
絆
疲
鑑
疲
級
浩
」

令
和
●
年
度
の
事
業
及
び
会
計
に
関
す

る
監
主
結
果
は
．
総
会
当
日
に
報
告
い
た

し
ま
す
．

荒^
査
世
記
）

塀
央
支
＝
で
は
経
会
に
続
く

「意
見
交

換
会
」
．
厚
ホ
鮎
ま

つ
り
に
合
わ
せ
て
実

見
学
が
中
に
と
な
り
．
今
後
も

一
般
見
■

は
宴
施
さ
れ
な
い
予
定
で
あ
る
．

Ｔ

こ

か
な
が
わ
自
衛
隊
を
楽
ま

つ
り
２
０

２
４
は
．
３
月

，
日

一〓
）
が
な
が
わ
県

民
ホ
ー
ル
で
実
施
さ
れ
．
協
賛
金
の
“
集

及
び
集
金
の
支
援
を
実
施
し
た
．

施

―
て
ｔ

●

一納
流
懇
親
含
及
び
厚
本

集
案
内
所
広
櫂
官
激
励
会
」
を
会
員
同
社

の
相
親
の
場
と
し
て
い
る
“
．
県
北
束
都

の
事
業
計
画
も
参
考
に
な
る
と
思

つ
た
．

業^
部
長
記
）

令
和
０
年
・翼
事
業
計
画
（案
）

別
表
第
１
の
と
お
り

富^
ｔ
と
合
入
力

習
は

一
餃
見
学
が
中
Ｆ
の
た
め
０
年
度

画
か
ら
削
除
）

（事
業
部
長
記
）

第
４施
設群
創
隊
５・周
年
記
念
行
慕

驀
０一薇
餐
擢
碁（魯一一

令
和
６
年
２

の
県
央
支
都
役
員

（県
本

部
社
員
を
含
む
）

（案
）
は
．
別
表
第

３

の
と
お

，
で
す
．

（支
部
長
記
）

令
和
―
年
８

，
２
日

土^
）
陸
―
自

隊
座
問
駐
屯
地
に
お

―
て

「座
問
駐
屯

令
和
５
年
度
会
計
報
告

及
び
令
和
６
年
度
予
算
（案
γ

支
「 `||

■

１
１
周
年

・
撃
―
施
設
畔
悧
隊
５
１

年
■

●^
●
り
」
卜
開
催
さ
れ
た
．
県

割
，

ら
は
支
割
長
が
い
）加
し

≒ヽ

当
日
は
気
温
も
低
く
風
が
あ

つ
た
こ

，
一

会

計

報

告

に

つ
き

ま

し

て

．

支

部

機

会

開

催

に

先

立

ち

当

番

面

に

て

報

告

さ

せ

て

頂

き

■

す

．

今

和

５
年

度

決

算

に

つ
き

ま

し

て

は

．

事

業

実

績

で

記

さ

れ

た

螢

に

「
あ

つ
き

鮎

祭

り

」

が

４

年

ぶ

，

に

後

活

し

．

そ

れ

に

伴

―

〓

団

体

合

同

納

椋

怒

税

会

及

び

暉

木

県
北
支
部
賀

詢
交
歓
会

か
ら
．
０
加
省

の
多
く
は
震
え
な
か
ら
広

場
で
の
式
真
を
見
す

０
て
い
た
．
式
共
は
．

埋
間
駐
屯
地
に
所
在
す
る
部
隊

の
紹
介
．

主
催
者
挨
拶
及
び
来
吝
捜
妙
尋
が
あ
っ
た
．

繊

―
て
座
間
蛙
屯
地
に
あ
る
各
種
車
両
及

び
隷
材
の
展
示
が
あ
り
．
あ
ま

，
の
寒
さ

,,

隼
案
力
所
広
報
官
激
励
会
が
盛
大

に
行

れ
ま
し
た
、

ま
た
県
本
部

の
指
導
の
下
．
今
後

の
隙

会
の
運
営
を
安
定
売
築
さ
せ
る
た
め
経

会
員
を

１
０
年
経
過
し
た
会
員
か
ら
は

紙
購
銃
料
を
頂
く
事
と
な
り
ま
し
た
．

令
●
０
年
２
月
３
日

本■
）
神
奈
川
県

隊
友
会
県
北
支
部

の
贅
詞
交
欧
会
が
座
問

市
役
所
近
く
の

「座
間
ふ
れ
あ

―
食
堂
」

に
お
―
て
開
儲
さ
れ

，ヽ

本
行
〓
●

．
県

北
支
部
会
員
間
の
規
嗜
を
漂
あ
る
と
と
―

に
座
岡
市
長
．
椰
模
原
市
危
機
管
理
局
長

を
は
し
あ
県
北
支
部
担
当
地
域

の
議
員
諮

氏
及
び
近
降

の
自
衛
隊
家
族
会
及
び
神
奈

川
県
隊
友
会
並
び
に
第
４
施
設
群
量
ギ
の

現
役
指
燿
首
を
含
む
約
３
０
名

の
参
加
を

得
て
実
施
さ
れ
た
．

参
加
者

の
中
に
は

，
０
議
を
超
え
た
県

北
支
部
会
員
ｔ
お
ら
れ
．
そ
の
元
気
な
姿

に
感
部
を
長
け
た
．

に
姜
加
者

の
何
名
か
は
途
中
退
密
す
る

が
出
て
い
た
．
　
一
連
の
行
事

の
レ
．
米

り
■
４
■

，
ら

，
贅
頸
―

一澪
収
益
ヽ
が

，
４
４
．
０
０
０
円
と

っ
●
十
禍
前
の
金

額
に
戻
り

０
つ
あ

，
ま
す
●

な
お
受
腋
会

計
に

つ
き
ま
し
て
は
例
年
同
様
に
７

，
０
．

軍
音
楽
隊

の
演
奏
ｔ
陸
上
自
衛
隊
隊
員
に

よ
る
ラ
′
、
演
奏
が
あ
つ
た
．

そ
の
後
食
堂
に
移
動
し
．
記
念
会
食
が

行
わ
れ
．
参
加
者
〓
員
て
座
間
駐
屯
地
創

立
及
び
第
４
施
設
群
創
隊
の
記
念
日
を
祝

一

た
．

支^
鰻
長
記
）

令和 0年 4月 1,発行
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募
集
相
談
員
＾
三

家
族
＾^

隊
友
会
か
ら

の
参
加
者
．
入
隊
入
技
予
定
者
及
び
そ
の

軍
族
等
を
合
わ
せ
て
約
１
０
０
名

の
大
激

助
会
で
あ

つ
た
．
県
央
支
部
か
ら
は
産
本

支
部
長
．
番
藤
力
経
理
部
長
．
宗
理
事
役

が
一
）
加
し
た
．

主
催
者
代
表

堀^
江
営
衛
官
募
集
相
談

員
会
会
長
）

の
投
拶
．
防
衛
大
臣
の
歓
迎

ビ
デ
オ
メ

ン
セ
ー
ジ
．
後
〓
代
議
士
等
．

来
贅

の
換
拶

の
後
．
藤
本
〓
部
長

の
範
杯

の
音
頭
モ
開
要
と
な

つ
■
、

各
地
区
こ
と
に
配
置
さ
れ
た
テ
ー
プ

ル

で
は
．
初
´
し
ヽ
予
定
者
や
ご
家
族
と
の

会
議
が
中
み
、

和
や
か
な
ひ
と
時
で
あ

つ

部
陸
指
椰
官

:3
三月
E2
:2
:日
コ記
:il[

航婦
鮮
』』芦

〓
斜
哺

』
鼈

１
潟
佐

井
上

竜
〓

，

　

．
．
．　
　
　
　
　
　
　

．　
Ｉ

第６‐馳
葡
議
仁
曾
，

航
空

議
『
諏
一一
一

・
誕
生
一
比
企

■
‐

，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヽ

・■
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首
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之
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一
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森
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信
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一̈卿̈いで
¨

黎
褻
ぽ

第
４
施
設
群
長
減
座
間
駐
屯
地
司
●

１
陸
佳

橋
口

尚
０

座
閾
庄
屯
旭
率
務
隊
長

２
陸
佐

豊
用
　
熙
埜

入
隊
入
校
予
定
者
激
励
会

令
和
６
年
３
月

，
日

■^
●

厚
沐
商
■

会
館
に
お
い
て
．
厚
ホ
募
集
案
内
所
管
内

が
ヽ
新
た
に
自
衛
隊
に
入
隊
人
枚
が
予
定

さ
れ
て
い
る
若
者
を
巌
励
す
る
た
め
会
が

行
わ
れ
た
．
本
行
半
は
厚
本
書
内
募
集
相

談
員
本
＾

，
族
会
及
び
隊
友
会

の
３
団
体

共
催
の
行
事
で
あ
る
．

当
日
は
．
簗

，
衆
議
院
議
員
．
山

口
厚

本
市
長

公^
務

の
た
め
．
遅
れ
て
書
加
）
．

野
澪
曖
川
町
■
．

一̈
押
梢
川
＝
長
を
は
し

¨

県
霊
会
雛
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．
市
町
村
議
会
議
員
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全狂 :生産皇歯麺量鶏

神奈,1県麟友会瞑央支部
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令和
^年

1月 ,日 発行

神奈川県隊友全界央支部 会計報告

え
| H

令和 5年度
決   算

(ア )繕 常 収 益

0受取会苺 6●0.,0, 7=0.3で ,0

正会員受 取会贄
`0て

,.|●0 ,70.=00

県隊女会紘収奎 贄 210.00, ,,0.000

本 部選付金会 贅 (即人 毀) ,0.0,0
`0.100

特別会 員受取会 費
`10.000 `●

0.0● 0

② 受政害付金 ●0て,0 ,● .(,00

受取正 会員寄行金 40.01,0
`,.00(1

受取 一般 寄付金 4.,00

0'「業収益
=0.000

2,.=00

公 益 目的事業収 益 1で,.000 10.|10

広告手牧収 益 10.001 10.600

収 益事業収 益 ,0.000 1`.=00

綺旋 千教 ^1収爺 20.01● 18.`,0

① 織 1文益 ,00.000 ●14.で,06

腺女緋 説料

筆収 益 (議決極″含i,,

110.000 t2● .0,0

,,0.01で, ●18.`|,

経 常収 益計 (へ〕 1.●

`0.000
1.3,7.`,65

(イ )繕

“

費用

嘔ヽ 事業費 1lS.(00
',2.,`2

公彗 目的■糞 警
`Oi.000

2●1114
一般 自衛隊悴 協力 業 |′ 0.0`,0 18.0,0

,■皇品卒は人, う.001

隊
=紙

■■贄 2110.(|,00 2,3.411

● 部納付 金 110.00, 116.11=

隊●■ 贅
`0.010 `2.●

IB

その他 (本部ヽの納 付金 ) 5,.,00
`=.6,0CI,情理贄 1.0,2.0(,0 ,1‐ .102

綸 食封 .,`0.000

会議 ☆ ,.000 1.1″ 0

旅 贅交 ,菫贅 ●.001 i.,0`

涵信遅椴 贅 3,.001 2,.,,1

什器 t● 品費 5.000
`.I,イ

1

消耗 品贅 10.000 0,.,3=

印刷 製本賢 ,0.000 t,.01()

賃:吉

=|
12.て ,で ,0 12.000

■,務賀 10.00● ,.600

渉外 資 ,0.000 ,0.000

惟 費 。●0.000
`31.100

経 常賓痛計 (3) 1.4,7.000 1.0,,.`,4

143.て,0`:, 25,.38t

T'■耐蔽期古
"高

に , 2.0,=.718 1.=31.=`,

2.じ

`1.,|,
2.018.,18

…

Ⅲ

県臭■‐―
^(120号 )

別 表 第 2

(単 |'と 円)

今 i●0年麿
予  算

|

|

|

|

当期経 常増減額 (A― B)

■正味財産斯 末残高 い ―●‐o,



県矢■,―ス (120号 |

本和 0年 4月 1日 発行

6

ヽ● 担  当 住  所

支 部 長
稔括兼事務局長

兼広報部長
藤本 正,|| 級版市寺尾西 理事役

副文部長
(績 瀬市担当)

総務部長 中村  章 核淑市大上 理事役,は議員

副支部長
(大和市担当)

↓葉部長 浅野 雄三 大和市中央 理事役兼ヽ 護貝

副支部長
(愛川町・清川村担当)

経理¬1長 責藤  カ 暉木市織ヶ丘

副支部長
(海 老名市担当|

防災部長 鈴木  剛 海老名市大容

理事役
1海老

“

市副担当)
海老名市大谷北 イヽ議員

理事役
(厚本市拒雪・ 隊友紙.音楽祭 厚本市長谷 代議員

理,役
(1,本 ■副コ当)

厚木 lit,( 代議員

理,役
(笹瀬

`||■
|´ 当)

綾瀬市蓼川 代議員

10
理事役

●勢原市,'当 ,
つ1勢原市東成類

理事役
帷 老名市ill担 当)

広報部兼事業.。 口老名市東柏ケ4

12
理事役

(華 野市担当)

代議員

13
理事役

(■野市pl担 当)
防災部 恩厳 豪匡 代議員

14 理事役
(大和市冊担当,

事業部 `―FSC)
兼広報部

大.■市福 田 代議員

15 監 ■ ■ 核田 卓IF 海老名市東檜ケ谷 イヽ;1員

〕| 監 ''■ 綾瀬市千尼北 代識員

,I`=
…

― ― 大和市西鶴間

相談役 佐薦 誠 に老

`市
望地

※ 令和6年度の県央文部役員は.上表のとおりであります.'贅貝―同一丸となダ
職務に励みますのでご支援 .ご協力をお願いいたします.

― ,―

別表第3

■  職 氏  名 県役暇

理事2兼イヽ議員

イヽ議員

経理部
‐   ■ヽ ―
ホ          Ⅲ  一

藤ホ1員二||

総務部兼事業部 山下 信好

広報部肇総務部 贅藤  司

事務局 二階壮 裕

平オ 功

防災部(秦野市) 竹内 諄吉 秦野市落合

秦野市北矢名

黒岩 キ

`
監 査

監五 福 田 弘明

厳 間 間
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厚ホ募集案内断からのお知らせ 2024年春号

18歳以上30歳未満の者

(12■,格.,.渠 1予定10夫 1■4. ,`厳に適tて ●t●吝|

首朽0イミ,liL

大ヽ に■

卜
`者

大下以上の者で.応暮資格1=ためうれた生都硼 学科等t事業後.

2年以上の1場経験0ある者

2月 1:～ 616=
「

市.歯●[師●1許n讐ぞ

―穀

|`キ l,営 資 ‖ |   ■付期冊

18歳以上3=歳求演の者
{,2蒙つ著●.ま冊予て,。 ,現在. II儘にitて●

`Ⅲ

各)

:11:ヽ 61':

22歳 ,■ 26歳未憫の者
(,O晨以上22機来稿0各「i大卒倶t静.ti櫻

==F者
キ1魅含)

は,,厳末情0詢
C.:l〕 ,ヽ

`月

1を ,

こ部F捕上 |● (脱 41～ 6月 18=

厚木募集葉1所では 各種説明会,を実施しています.キしくはホームペーン.電話で確認の|:か.事

“

所までお覇|ヽしま丸
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′ F木準 大内所

厚ホ市中町2-6-24 11■ |｀や第2ビル
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4111現在.次の事黎を,o(お ,ます.対熾者情報の嬌よにご協力よろしくおねがいします.

=●
=逝

じて

―燿菅候柿■

―想

20歳以上28歳未満の著

構■課泄修了者キ (, .)

荷,.業副il
専|'の大卒1見  .)2'歳以上30まキ蒲の者
(驚驚,li2 0慧 以上2,晨■■●ξ

工,・ 古■|●

キャリア1lnlm :月 1:ヽ 6117:

予崎1衛甘
‐
●

1`歳以上i2歳未満0若

1現 101～ 4月 i]1=歳以f(国家免許贅略やを有するオ
(贅綸tよ ,年

"t最

11,,儘末構ヽ 01咸
^麟

|

1厚本瞭■鍵内所IPI
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